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中国人留学生の友人関係不満に関する原因帰属と
日本人イメージの関連について
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The relationship between Chinese students' causal attribution 
toward dissatisfaction of their association with Japanese students
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 This research aims to examine the relationship between Chinese students' causal attribution 
toward dissatisfaction of their association with Japanese students. I conducted a questionnaire 
survey of 80 Chinese students and completed a statistical analysis of the data obtained. As a 
result of the examination, 4 factors ‘familiarity’ , ‘collectivistic advancement’ ‘authenticity,　
and ‘openness, from Image of Japanese were found by factor analysis. The results suggested 
that Chinese students who attribute the cause to themselves and those who are relatively older 
are more likely to have familiarity image to Japanese, while that Chinese students who attribute 
the cause to Japanese students are more likely to have authenticity image to Japanese. 
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研究の背景と問題の所在

　グローバル化に伴い、世界の留学生数は増加傾向に
あり（小松，2016）、日本においても大学等の高等教
育機関に在籍する外国人留学生総数は 2015 年時点で
15 万 2,062 人となっている。そのうち中国人留学生
は日本学生支援機構 (2016）の最新調査によると、9
万 4,399 人（段，2003；日本学生支援機構，2016）で、
1987 年から 2015 年までの間、出身国別で最多を占
めており、今後も日本において中国人留学生数は高い
水準で推移することが予測される。
　こうした留学生の増加に伴い、国内外において留
学生と受入れ側のホスト国住民との対人関係に焦点
を当てた研究が蓄積されてきた（高井，1994；中野，
2006；黄，2013）。そのうち、留学生の異文化適応
に関する研究では、留学生にとってホスト国の人々と
の良好な関係が海外での生活に適応するため必要で
あることが示されている（Brislin，1981；Church，
1982）。特に、留学生の日常的な生活の場である大学
キャンパスにおいて接触するホスト国学生の友人の
有無は、異文化適応の促進とかかわりが深い（田中，

1998；Pavel，2006；譚・渡邊・今野，2011；園田，
2011；Menzies & Baron；2014）。
　しかし、留学生とホスト国学生との友人関係は大学
キャンパスにおいて構築されにくく、留学生の友人関
係は同国出身者同士の関係に限定されやすいことが多
くの研究により報告されている（Klein et al,1981；
Kang,1974；Church, 1982； Trice & Elliot,1993）。
海外の研究では、Bochner , McLeod & Lin（1977）
はアメリカの大学に所属するアジア系留学生を対象
に友人関係の特徴について調査を行い、留学生が親
友とみなしているのが同国出身の留学生である場合
が 43%、ホスト国学生である場合が 29%、他国出身
の留学生である場合が 27％で、最も親友になりやす
いのは同国出身の留学生であることを示している。ま
た、Kang（1974）は、アメリカの大学に所属する台
湾人留学生のうち 67％以上が、アメリカ人学生より
も同国出身の留学生との友人関係のほうが良好だと認
識していることを示している。さらに、Ying（2002）
では、アメリカの大学に留学して 14 か月後の台湾人
留学生を対象に友人ネットワークを調査し、留学生の
うちの 53％がほぼ同国出身の友人しか持っていない
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ことが報告されている。Trice & Elliot（1993）にお
いても、アメリカの大学で学ぶ日本人留学生のうち、
アメリカ人学生と日常的活動を共にする者はわずか
7％、学習活動を共にするものはわずか 5％にとどまっ
ており、大半の日本人留学生が同国出身の留学生と
大学生活を過ごしていることが示されている。また、
Pavel（2006）では、アメリカ人学生の 81％が留学
生よりもアメリカ人学生と友人関係を築いており、ア
メリカ人学生との関係のほうが重要だと認知している
傾向が示されている。
　また、国内の研究でも、概ね海外の研究と同様に留
学生とホスト国である日本の学生の交流が円滑に進ん
でいないことが示されている。例えば、上原（1998）
では、留学生のうち学内に日本人学生の友人がいな
い者は 48％、学内にも学外にも信頼できる日本人の
友人がいない者は 37％であることが報告されている。
一方、横田・田中（1992）は、留学生の友人ネット
ワークについて調査を行い、中国人留学生は対象者の
留学生のうち最も同国人同士の付き合いが多く、友好
関係が同国出身者に偏っていることを報告している。
2000 年代以降の研究では、石倉・吉岡（2004）は、
来日して留学生の半数近くが日本人学生と互いに家を
訪問しあったり、何でも話したりできる関係に至っ
てないことを報告している。戦（2007）においては、
中国人留学生のうち 6 割以上が日本人学生との交流
は個人的な問題には触れない挨拶程度にとどまってい
て、自国の友人同士のほうがより親しい関係を持って
いる傾向が示されている。つまり、異文化間の友人関
係の構築は留学生の異文化適応上重要な問題である
が、実際にはホスト国の人々との関係が構築されにく
いことが示唆されている。
　

先行研究と研究目的

原因帰属理論
　帰属とは、ある行動や出来事から、人の属性や環境
的特性などその行動や出来事を外的に規定している特
性を推論することであり、帰属は人の感情や認識を規
定する重要な要因となっている。（蘭・外山，1991）。
帰属の過程に関する研究である原因帰属理論を提唱し
た Heider（1958）によると、出来事の結果をどのよ
うに帰属するかは自己の能力や意思などの内的要因と
状況や偶発性などの環境的外的要因の２要因の相互作
用により決定される。Heider（1958）の原因帰属理
論は、後続の原因帰属研究の中核的理論とされてお

り、例えば、Miller ＆ Ross (1975) によると、人は
自分の行動が成功した場合には、個人的要因に帰属し
やすく、失敗した場合は、外的要因に原因を帰属させ
る傾向があり、これを自己奉仕バイアス（self-serving 
bias）という。また、Ross（1977）は、個人が他者
の社会的行動の原因を推測する際、外的要因を十分に
考慮せず内的要因に過度に帰属させるが、自身の原因
を推測する際、外的要因に過度に帰属させる傾向を基
本的な帰属の誤り（fundamental attribution error）
として示した。
　 さ ら に、 集 団 レ ベ ル で の 原 因 帰 属 に つ い て、
Pettigrew（1979）は、帰属判断における誤りが個人
に対する判断だけでなく個人が属する集団全体に対
する判断にも及ぶことを示唆した。つまり、自分が所
属していない外集団の人々の好ましくない行動に関
しては外集団の人々の態度や能力などの内的要因が
原因とされやすく、好ましい行動については環境や状
況などの外的要因が原因とされやすい。また、社会的
アイデンティティ理論（Tajfel & Turner, 1986）に
よると、人は肯定的なアイデンティティを得るため
に、内集団と外集団を明確に区別し、外集団よりも内
集団の方が優れているとし、外集団に否定的な認知を
する傾向がある。このような帰属の誤りやバイアスが
生じる理由は、内集団の肯定的な印象を維持したり、
偏見などの外集団の否定的な印象を形成・維持したり
するためだと考えられている（Pettigrew, 1979）。
　留学生の原因帰属に関する研究については、加賀
美・大渕（2004）が異文化間葛藤 *1 の原因帰属と解
決方略の関連について検討している。その結果、留学
生は葛藤原因を教師要因に帰属させた場合、対決方略
を選択し、学生要因に帰属させた場合、協調方略を用
いていることが示された。また、文化要因に帰属した
場合は、中国人学生は協調や服従など宥和的方略を用
い、韓国人学生は回避方略を用いない傾向が見られ
た。さらに、黄（2013）では、中国人留学生がアル
バイト先における被差別感についてその原因が日本
人側にあると認識する場合、対決行動をとり、原因が
自分自身にあると認識する場合、服従行動をとること
が明らかにされている。
　一方、留学生がホスト国学生との対人関係上の問題
が自分自身にあると認識している場合もある。Kang

（1974）は、アメリカに留学している中国人留学生の
うち、英語の能力に自信がない者は、誤解されること
を恐れるため、アメリカ人との相互交流をためらう傾
向を指摘している。Barker, Child, Gallois, Jones & 
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Callan（1991）は、オーストラリアのアジア人留学
生は、言語面に困難があると認知する場合に、チュー
ターや研究のアシスタントとの関係を積極的に構築し
ようとしないことを述べている。これらのことから、
留学生がホスト国住民に対して否定的な認識を持って
いたり、留学生自身の言語上の能力が不足しており自
分自身に対人関係上の問題の原因があると認知したり
するために対人関係が構築されない傾向が示されてい
る。以上より、留学生が否定的な出来事を経験した際
に、外的、内的要因など、どのような要因に原因を帰
属させるかということが留学生の次の行動やホスト国
とホスト国の人々への認識に影響を与えることが推測
できる。
　
日本・日本人イメージ
　前述のように、留学生はホスト国の人々との交流に
おいて否定的な経験をした際にどのように原因をとら
えるのかということは、留学生のホスト国の人々に対
する認識や対人関係に影響をもたらしている。Pavel

（2006）は、留学生とホスト国学生の交流上の障害お
よび交流相手の友人形成への努力に関する認知と友人
形成の関連を検討している。その結果として、アメリ
カに滞在する留学生は、留学生自身が交流における障
害を認知し、障害を乗り越えようと努力しており、ア
メリカ人学生側も同様に障害を克服するために努力し
ていると認知する者ほど、アメリカ人学生の友人との
関係に満足する傾向が示された。一方、Brown（2009）
では、イギリスにおいて、実際にホスト国の学生が留
学生を否定的に認識していなくても、留学生はホスト
国から疎外されていると感じていることが報告されて
いる。国内の研究においても類似する問題が挙げられ
ている。例えば、留学生がホスト国において偏見や差
別を敏感に感じ、日本人との接触に萎縮してしまうこ
と（中野，2006）が指摘されている。また、柴田（2009）
は留学生が感じる日本人学生側の問題として、排他的
に映る態度や偏見を挙げている。これらの研究から
は、留学生のホスト国やホスト国住民に対する否定的
な認識が示唆されている。
　さらに、日本に滞在している留学生は日本や日本人
住民に対してどのようなイメージ *2 を持つのか、様々
な観点から研究が蓄積されている。対日イメージの研
究では、社会、文化、政治、外交、経済、風土、歴史、
科学技術など日本全体に関するイメージや日本人への
感情や印象、日本人の認識など日本人一般に関するイ
メージが調査されている（劉，1998；葛，2007；加

賀美，2013）。日本イメージの研究には、日本イメー
ジと日本人イメージを区別せず統合的に検討した研究
と、日本人イメージのみを分析対象とした研究があ
る。これは、イメージは人の過去の体験のなかで心の
中に作られ、蓄えられており、人は必要に応じて心の
なかから複数のイメージを取り出し合成・比較し操作
している（中沢，1979）ため、分析対象を日本イメー
ジとした場合、日本と日本人へのイメージの両方が区
分されずに抽出されることがあるからだと考えられ
る。
　留学生の日本・日本人イメージについては出身地域
により異なる傾向が示されている。留学生の日本人イ
メージの先駆的研究である岩男・荻原（1988）では、
留学生の出身地域による日本人イメージの差異につい
て、「親和性」に関するイメージは、欧米系留学生の
ほうがアジア系留学生より高いこと、「先進性」に関
してはアジア系のほうが欧米系留学生より高いこと、

「勤勉性」「信頼性」に関しては差異がないことが示さ
れた。また、佐々木（1996）は、日本人に対するポ
ジティブなイメージとして、中国人留学生と韓国人留
学生に共通し「きれいな」「まじめな」「礼儀正しい」
というイメージがあり、ネガティブなイメージとして
共通し「はっきりものを言わない」「形式ばった」「け
ちな」というイメージがあることを示している。
　2000 年代以降の研究としては、安（2010）は、韓
国人留学生、台湾人留学生、中国人留学生に共通した
日本人や日本社会へのイメージとして、親切で礼儀正
しい、ルール順守、仕事熱心、親切だが冷たい印象、
外国人への特別視の５つを挙げている。同研究による
と、台湾人留学生と中国人留学生に共通した対日イ
メージは、日本の技術や製品についてであり、韓国人
留学生と中国人留学生に共通した対日観は、性に対す
る開放性であることが示された。加賀美（2013）で
は、韓国と台湾の小学生・中学生・高校生・大学生を
対象に質問紙調査や九分割統合絵画法で日本イメージ
を検討している。質問紙調査については、SD 法によ
り日本イメージを示す形容詞について回答を求めた結
果、韓国では「親和性」「集団主義的先進性」「開放性」

「強さ」、台湾では「温厚さ」「先進的影響力」「信頼性」
「近接性」の因子が得られ、全体的に台湾のほうが肯
定的イメージ構造である傾向がみられた。また、九分
割統合絵画法を用いた分析では、韓国と台湾に共通
し、日本統治による過去の歴史的経緯に影響を受けた
イメージと日本の現代的な大衆的イメージがみられ、
そこには否定と肯定が混じったアンビバレントな感情
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*3 が示されていた。また、韓国と台湾の小・中・高・
大学生の共通点として小学校の時期は知識が少なく未
分化と言え、中学校の時期が分水嶺で、韓国は否定的
イメージを、台湾は肯定的イメージを形成させ、その
後、高校生・大学生の時期にイメージを定着させてい
た。さらに、加賀美・守谷・岩井（2014）は、韓国
の 20 代の日本語上級話者の日本イメージについて調
査し、日本人や日本文化との積極的な接触経験を持つ
対象者には、日本社会や日本人の内面に踏み込んだ多
様な日本イメージの側面が見られることを示した。ま
た、アンビバレントな感情については、大衆文化によ
る肯定的イメージに、歴史教育による否定的イメージ
が付加され、対象者の内面に両者が混在している様相
が示された。また、田中・岡村・加賀美（2015）では、
台湾出身日本語上級話者の日本イメージについて調査
し、日本社会と日本人気質について好意的理解と違和
感、人間関係の重視と困難などそれぞれ肯定・否定の
相反するイメージが示され、所属・立場別に交換留学
生（学部生）の肯定的イメージが最も高く、ついで大
学院生であり、社会人の肯定的イメージが最も低いこ
とが示された。
　次に、中国人・中国人留学生を対象とした調査に関
しては、まず、歴史教育と日本イメージの関連につい
ての研究がなされている。宮脇・姚（2005）の研究
では、日本の中国侵略の歴史認識が、植民地体験者お
よび戦後の教育を受けた中国人の対日観形成に影響を
与えていることが示されている。同研究によると、戦
後教育を受けた人では「日中関係史」について学校で
学んだことの中で、「日本が中国を侵略し、中国人に
多大な損害・苦痛・屈辱を与えた」と認識する人が
89％、「軍事（政治）侵略だけでなく経済侵略・文化
侵略を行った」と認識する人が 67％に上った。さらに、
7 割以上が『民衆殺害』『婦女子凌辱』『略奪』行為に
ついて、家庭や学校で聞かされている。また、鄭（2008）
は中国の歴史教科書では、日本の中国侵略と残虐な行
為についての記述が多く、戦後の日中関係についての
記述が欠落しているため、中国人の否定的な日本観が
形成される傾向を明らかにしている。こうした歴史教
育が日本に対する負のイメージを形成する背景要因に
なっていることが考えらえる。一方、黄・小松・加賀
美（2014）では中国人留学生の領土問題に関する日
本イメージについて検討し、日本人と中国人に対して
肯定・否定の両面を持ち合わせる二律背反的な認識を
持っている傾向が示された。
　さらに、中国人留学生の日本イメージとマスメディ

アの影響についても研究が蓄積されている。楊・橋元
（2010）では、中国の戦争映画等において以前から形
成された日本人のマイナスイメージが依然として残る
点を示している。同研究によると、中国の若い世代の
間で普及しているインターネット上では、日本のアニ
メーションに関する情報提供が多くされており、日本
のアニメーションへの興味と好感に関する書き込みが
多いが、現実社会では日本文化好きということを公的
に言いづらいという認識があることが示唆されてい
る。また、李（2005）は中国人留学生が来日後に持
つ日本イメージについて、日本人との直接接触を持つ
ことができない中国人留学生の場合、日本イメージは
日本国内におけるテレビやインターネット等のマスメ
ディアとの接触により補填され、形成されることを示
している。
　さらに、留学生の留学経験と日本イメージについて
は、萩原・岩男（1988）の調査が先駆的研究として
挙げられる。同研究では、留学生の日本イメージとし
て「親和性」「勤勉性」「信頼性」「先進性」の 4 つが
見いだされ、留学経験によって「信頼性」と「勤勉性」
のイメージは強まるが「親和性」のイメージが低下し
ていることが示されている。また、萩原・岩男（1988）
の調査から 15 年後の 2000 年の、葛（2007）の研究
では、日本イメージとして「親和性」「勤勉性」「先進性」
の 3 つが見出され、留学 3 ヶ月後に日本に対する「勤
勉性」「先進性」の評価が低下していることが示され
た。葛（2007）は、その原因を中国人留学生は留学前、
期待が膨らみイメージが高くなるが、留学後、抱いて
いたイメージがより現実的に修正され、カルチャー・
ショックにより低下していくからだと推測している。
また、劉（1998）では、日本留学帰国者を対象と
し、留学前後の対日好感度の変化について調査してい
る。その結果、「日本が好きになった」が 61％である
のに対し、「日本人が好きになった」は二分の一程度
の 35％であった。さらに、「日本が前より嫌いになっ
た」がわずか 4％であったのに対し、「日本人が前よ
り嫌いになった」は約 3 倍の 13％であった。一方、
李（2005）の中国人留学生を対象としたインタビュー
調査では、歴史的負の遺産に由来する「好戦的」「残
忍」などのマイナスイメージがほとんど語られなかっ
たが、日本人男性に対するイメージと日本人女性に対
するイメージに差異がみられ、日本人女性に対するイ
メージのほうが「優しい」「善良」など肯定的イメー
ジが語られた。
　また、留学生の日本語能力と日本人イメージの関連
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については、荻原・岩男（1988）では、日本語力の
乏しい留学生ほど、「親和性」を高く評価しており、
日本語力の低い留学生ほど「先進性」を低く評価して
いる結果が出ている。一方、中国人留学生を対象とし
た葛（2007）では、ポジティブ群は来日前に日本語
を学習しており、ネガティブ群は未習であった。
　さらに、留学生の日本人との対人関係と日本イメー
ジの関連については、葛（2007）の研究では、「親和
性」への評価が高いほど対日感情がポジディブで、対
人関係がうまくいくこと、勤勉性を高く評価するほど
対日感情がネガティブになり日本語によるコミュニ
ケーションや対人関係に問題を感じることが示されて
いる。同研究では、日本での生活体験やファッション
やドラマなど日本の大衆文化、中国に興味のある日本
人の友人との交流による日本に対する好感がみられる
一方で、歴史問題に対する不信感の葛藤がみられた。
また、鄭（2008）は中国人留学生の来日前の対日観
について調査し、来日前に日本人との接触が多いほ
ど、肯定的イメージが多いが、来日前に日本人との接
触が余りない場合は否定的イメージや中立的イメージ
が多い傾向を示した。
　近年の研究では、加賀美・朴・岡村・小松（2015）
および加賀美・黄・小松（2016）では、日本イメー
ジと国民意識と年代との関連が示されている。加賀美
他（2015）では、韓国の国民意識と日本イメージの
関連について、国家的優越性を重視する人は、日本の
攻撃性が高いというイメージを持ち、外国への開放と
いう国民意識を重視する人は日本の規則順守、科学技
術における先進性が高いと認識している傾向が示され
た。また、「災害・社会問題の深刻化」の日本イメー
ジは年代が上がるにつれ高くなり、「信頼性」は 14
歳から 20 歳までが低く、25 歳から 29 歳以降は高く
なる傾向が認められた。一方、加賀美他（2016）では、
台湾の日本イメージと国民意識について、国民意識の

『外国に対する開放性』が、『集団主義的先進性』『自
己表現の抑制』『自然災害』『独自性重視』の日本イメー
ジに共通して影響を与えていた。年代間比較では『親
和的開放性』は 20 代が最も高く 40 代が最も低く、『攻
撃性』および『頻発する自然災害』のイメージは年代
が高いほうが持ちやすかった。
　このように、留学生を対象とした日本イメージの研
究では、歴史教育、マスメディア、日本での留学経験、
日本人との対人関係、日本語能力、国民意識、年代な
どが日本イメージ形成に影響していることが先行研究
によって示されている。

留学生の友人関係に関する原因帰属と日本・日本人イ
メージの関連
　留学生がホスト住民との対人関係や友人としての付
き合いについて原因帰属をどのように行い、それが日
本イメージとどのように関連しているのかということ
について検討を行った研究は管見の限り見当たらない
が、関連する研究として、留学生が日本人から差別的
な態度や行動をとられたと認識する場合に、日本イ
メージにどのような影響があるのか検討が行われてい
る。福田・森（1996）は、中国人留学生は差別経験
がある場合、「友好的」「あたたかい」「誠実」など日
本人の人格や倫理感のイメージが低く、日本人をネ
ガティブに評価することを示した。また、李（2005）
の研究においても同様に中国人留学生が差別を経験す
ることで日本人をネガティブに評価する結果が出てい
る。さらに、先述の葛（2007）では、留学生の友人
関係と日本イメージの関連について、来日後、日本イ
メージが上昇したポジティブ群は、生活や勉強等で友
人関係を楽しみ、ホスト国の友人との交流を積極的に
評価していたが、日本イメージが下降したネガティブ
群は、友人の数が少なく、付き合いにくさを感じてい
たことが示された。また、李（2005）では、日本人
の友人が多く、付き合いが深い留学生ほど、日本人に
ついて「親切」「信頼できる」「礼儀正しい」「素質が
高い」「人情的」などプラスイメージが見いだされて
いる。以上のことから、留学生が友好的な関係を形成
している場合には、日本人イメージはポジディブなも
のになるが、友人関係が形成できなかったり、否定的
な出来事を体験している場合には、日本や日本人イ
メージはネガティブなものになることが示唆されてい
る。このことから、留学生が友人関係に関する不満を
どのように原因帰属させるのかということが日本人イ
メージに影響を与えていることが推測できる。
　

研究目的

　小松（2013a）は、留学生と日本人学生の交流にお
いて、留学生が否定的な認識をし、友人関係に不満を
持つ場合にどのように原因を帰属させるのか検討し
た。その結果、友人関係への不満の原因帰属として、
人的内的要因、人的外的要因、社会的外的要因の因子
が抽出された（付録参照）。また、交流不全感を感じ
る留学生は友人関係に対する不満の原因を大学の環境
などの社会的外的要因に、被差別感が少なく学年の低
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い留学生は留学生自身の努力不足など人的内的要因
に、被差別感が強い留学生は日本人学生の交流への消
極性などの人的外的要因に原因を帰属させる傾向が示
された。このことから、友人関係に関する体験の否定
的認識がどのような認識であるかということにより、
友人関係不満に関する原因帰属の仕方が異なる傾向が
認められた。しかし、留学生の日本人学生との個別の
友人関係に関する不満の原因帰属の仕方が日本人全体
のイメージにどのような影響を及ぼすのかということ
については検討されていない。そこで、本研究では、
中国人留学生の友人関係不満に関する原因帰属と日本
人イメージの関連についてについて検討を行う。

方法

調査時期・調査手続き
　質問紙の作成については、2008 年 3 月、日本の大
学または大学院に所属している留学生 18 名に対して
半構造化インタビューを実施し、日本人学生との接触
や交流等について自由に語ってもらった。そこで得ら
れた意見について、KJ 法（川喜多，1982）を援用し、
分類したものをもとに、先行研究からの知見と併せて
質問項目を作成した。その後、予備調査を行い質問紙
の再調整を行った。質問項目は「友人関係満足度」1
項目、「友人関係への不満の原因帰属」9 項目 *4、「日
本人イメージ」19 項目 *5、「フェイスシート」から構
成される。また、「友人関係満足度」において、周り
の日本人学生との友人関係にどの程度満足している
か、「とても満足している (5)」〜「まったく満足して
いない (1)」までの５段階評定によりあてはまる程度
をたずね、「あまり満足していない（2）」および「まっ
たく満足していない（1）」の 2 項目に回答した対象
者は「友人関係への不満に関する原因帰属」の質問項
目に回答するよう指示文を設けた。「友人関係への不
満に関する原因帰属」は友人関係への不満の原因は何
にあると思うか、あてはまる程度をたずね、「とても
当てはまる（5）」〜「まったく当てはまらない（1）」
までの 5 段階評定を用いて回答を求めた。「日本人イ
メージ」については岩男・荻原（1988）および加賀

美（2013）を参考に日本の様相を表すと考えられる
19 対の形容詞項目を挙げ、SD 法により一般的に日本
人のイメージについてあてはまる程度をたずね、「ど
ちらともいえない（0）」〜「非常にあてはまる（± 2）」
までの 5 段階評定を用いて回答を求めた。翻訳に関
しては、日本語版を作成した後、バックトランスレー
ション法による翻訳を行い、中国語版を作成した。
　質問紙調査は、2008 年 9 月から 10 月にかけて、
留学生教育関係者および留学生を通して、日本の大学
･ 大学院に所属する留学生に質問紙を配布し、調査を
実施した。
　

結果

質問紙の回収結果・分析対象者
　質問紙の回収率は 83％で、回答に著しく不備があっ
たものを除いた結果、有効回答数は 119 部となった。
このうち、「友人関係満足度」において、友人関係へ
の不満を示す「あまり満足していない」および「まっ
たく満足していない」の 2 項目を回答した「友人関
係不満」の 71 名を対象に統計的分析を行った。対象
者の属性は以下の通りである（Table1）。

「日本人イメージ」の因子分析結果
　「日本人イメージ」の構造を把握するため、主因子
法、プロマックス回転による因子分析を行い、因子
負荷が低い項目（.35 以下）や複数の因子にまたがっ
て高い項目を削除した結果、4 因子が抽出された。第
1 因子は「正直な」、「好き」などの 7 項目から構成
されるため『親和性』と命名した。第 2 因子は「集
団の結束力が強い」「規則を厳格に守る」などの日本
人の 3 項目から構成されるため『集団主義的先進性』
と命名した。第 3 因子は、「自己主張が強い」「自由
な」などの 3 項目から構成され『開放性』と命名し
た。第 4 因子は「権威主義的な」「理解しにくい」な
どの 3 項目から構成されるため『権威性』と命名し
た（Table2）。

「友人関係不満の原因帰属」と「日本人イメージ」の関
連についての結果と考察

性別 男性33名／女性38名
年齢 20歳～25歳29名／25歳～30歳41名／30歳以上1名

国立･私立 国立12名／私立59名
在籍課程 学部生64名／修士7名

日本滞在期間 1年未満6名／1年～3年25名／3年～5年31名／5年以上9名

Table 1　分析対象者の属性
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　「友人関係不満の原因帰属」については、先述の小
松（2013a）で抽出された『社会的外的要因』、『人的
内的要因』、『人的外的要因』の 3 因子を用いた。「友
人関係不満の原因帰属」と「日本人イメージ」の関
連を明らかにするため、「友人関係不満の原因帰属」
および「年齢」を説明変数、「日本人イメージ」を基
準変数とする強制投入法による重回帰分析を行った

（Table 3）。その結果、『親和性』に有意な影響を及
ぼす変数は『人的内的要因』および『年齢』で、友人
関係への不満の原因を留学生自身に帰属させ、年齢が
低い場合、日本人に対して親和的なイメージを持つ傾
向が示された。また、『権威性』に有意な影響を及ぼ
す変数は『人的外的要因』で、友人関係への不満の原
因を日本人学生側に帰属させる場合、日本人に対して
権威的なイメージを持つ傾向が示された。なお、『集
団主義的先進性』『開放性』に関しては、有意差が認
められなかった。以上より、中国人留学生の友人関係
への不満の原因帰属と日本人イメージの関連が示され
た。

結果のまとめと考察

　友人関係への不満の原因帰属と日本人イメージの関
連について本研究から得られた知見について述べる。
まず、『親和性』に「人的内的要因」および「年齢」
が影響を及ぼした結果に関しては、自身の個人的要因
に原因を帰属させる場合、日本人に対する友好的な態
度である親和性のイメージを持つ傾向が示された。こ
れは、先述の加賀美・大渕（2004）において示され
ている中国人学生が葛藤の原因を個人的要因に帰属さ
せる場合に対立方略が選択されにくいという傾向と類
似する結果である。友人関係への不満の原因が自己要
因であると考える場合は、今後努力することで、状況
が改善されるのだと認識している可能性があり、日本
人に対するイメージが低下しないことが推測される。
また、年齢については、石原（2011）では、出身地
域に対しての関心を一方的に求め、年齢が高い中国人
留学生の場合、その留学生は被差別感を感じやすい傾
向が示されている。本研究で得られた結果からは、年
齢が低い中国人留学生の場合は、日本人学生との交流
経験が浅いために、自身の置かれている状況に対し楽
観的な考えを持っていることが推測できる。田中・岡

F1 F2 F3 F4

第1因子　親和性(α=.852)

正直な 0.847 -0.089 -0.016 0.04

好き 0.792 -0.127 -0.058 -0.14

安全な 0.605 0.268 0.003 -0.028

穏やかな 0.573 0.074 0.072 -0.013

親切な 0.570 で 0.166 -0.019

信頼できる 0.525 0.195 0.064 0.13

あたたかい 0.515 -0.015 -0.029 0.204

第2因子　集団主義的先進性(α＝.703)

集団の結束力が強い -0.063 0.873 -0.027 -0.091

規則を厳格に守る 0.268 0.643 -0.188 -0.036

勤勉 -0.061 0.520 0.269 0.15

第3因子　開放性(α＝.686)

自己主張が強い -0.155 0.211 0.727 0.004

自由な 0.186 -0.169 0.715 -0.216

男女平等な 0.058 -0.120 0.528 0.19

第4因子　権威性(α＝.657)

権威主義的な 0.027 -0.174 0.071 0.647

理解しにくい 0.110 -0.060 -0.088 0.614

親しみにくい -0.129 0.180 -0.098 0.486

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因子相関行列 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ － 0.128 0.093 0.085

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ － 0.069 0.047

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ － 0.010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ

Table 2　日本人イメージの因子分析結果
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村・加賀美（2015）においても、日本における台湾
出身者の日本イメージについて、所属・立場による分
析を行い、交換留学生（学部生）の肯定的日本イメー
ジが最も高く、次いで大学院生であり、社会人の肯定
的日本イメージが最も低いことが示されている。こう
したことから、低年齢で日本人に対して親和的な認識
を持つ中国人留学生も様々な交流経験を積むうちに日
本人への肯定的なイメージが否定的なイメージへと傾
斜してしまうことも推測しうる。
　次に、『権威性』に「人的外的要因」が影響を及ぼ
した結果について考察する。この結果からは、友人関
係に関する不満の原因を日本人側に帰属させる場合
は、日本人に対する支配的な態度である権威性のイ
メージを持つことが示された。これは、先述の自己奉
仕バイアスや社会的アイデンティティ理論で述べられ
ている外集団への否定的態度の形成を支持する結果
である。中国人留学生が友人関係に関して不満を持
ち、相手集団側に原因を帰属させる場合には、相手集
団に否定的な態度を持つことにより自己肯定感を保っ
たり、メンタルヘルスの低下を防いだりしていること
が考えられる。また、友人関係において留学生自身が
努力をして問題を改善したり困難を克服する意思がな
かったり、これ以上交流することを諦めてしまい無力
さを感じているために、日本人の権威性を強く感じて
いることも考えられる。さらに、権威性は、過去の戦
争における日本人の植民地支配における権威者として
のイメージに関連していることも推測できる。加賀美

（2004）では、日本人教師と外国人学生の葛藤場面に
おいて、葛藤原因を教師要因に帰属し対決方略を選択
した留学生は日本人教師を外集団とみなし異文化の権
威者として同化を強いていると感じた可能性があると
解釈している（加賀美，2007）。本研究の対象者であ
る中国人留学生は友人関係における否定的な出来事が
生じた際に、その原因が日本人や日本人学生側にある
と感じる場合、過去の歴史から日本人に対する権威者

としてのイメージが想起される可能性が示唆された。
このような日本人に対する認識を持つとき、中国人留
学生は日本社会において孤立した存在となり、留学生
が日本人と対峙していくことになると考えられる。
　これらのことから、今後は、上述の結果を生かして
大学キャンパスにおいて中国人留学生が、日本人学生
や日本人との豊かな交流経験が積めるような機会を
提供し、肯定的なイメージを維持し否定的なイメー
ジを改善していくような教育や支援が重要であろう。
解決策としては、例えば、加賀美（2001;2006）、小
松（2015）などにおいては、留学生の友人形成を促
進させるためには、一時的に不可避な異文化接触を設
定し、組織と個人を刺激し学生の意識の変容を試みる
行為である教育的介入が有効であることが示されてい
る。教育的介入の具体例としては、アジア諸国の留学
生と日本人学生を対象とした異文化理解プログラムが
開発され、実施されている（加賀美・守谷・朴・岡村・
村越・夏，2013）。これは、フィールドワークなどで
構成される異文化理解プログラムへの参加後に、参加
者自身が教育プログラムの開発を行う実践で、プログ
ラム参加者は、アジア地域の過去の文化交流の歴史文
化の融合性への気づき、多角的視点の獲得、理解の深
化、既存の世界遺産・文化財観から新たな価値観への
変化などの学びを得ており、教育的介入の効果が実証
されている。また、小松（2013b）においても、中国
人留学生の友人形成を促進する一因として大学の制度
的支援を挙げられている。こうした大学側の交流支援
を拡張し継続するとともに、留学生教育に携わる支援
者や教員は異文化滞在者がホスト社会に対して持つ外
集団へのバイアスや否定的な認識を知ることが重要で
あろう。また、東アジア圏の留学生特有の歴史認識や
アンビバレントな感情への理解や配慮も必要だと考え
る。黄・小松・加賀美（2014）では、中国人留学生
が日中間に領土問題が生じた際に、日中の外交関係の
悪化や戦争、日本人との関係悪化に対して不安を抱く

親和性
集団主義的

先進性
開放性 権威性

説明変数

留学生側要因 0.392** -0.083 0.195 0.006
社会的外的要因 0.208 -0.035 0.027 -0.095
日本人側側要因 0.001 0.066 0.188 0.454***

年齢 -0.236* -0.098 -0.028 0.176

R2決定係数 0.275*** 0.021 0.103 0.233**

基準変数

  ***p＜.001  **p＜.01   *p＜.05（数値は標準偏回帰係数）　

Table3　「友人関係不満の原因帰属」を説明変数「日本人イメージ」を基準変数とした重回帰分析の結果
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こと、その不安により、領土問題について日本人と話
すことを回避する傾向が示されている。中国人留学生
は領土問題など過去の歴史に結び付く出来事が生じる
際、日本での日本人との交流に困難を抱え苦しい立場
に置かれていると考えられる。こうしたことに対し
て、大学の教員や交流支援者のみではなく日本社会全
体が留学生や在日外国人の立場に配慮できる態度が必
要だと考えられる。また、中国人留学生自身には、対
人関係上の問題や葛藤を客観的にみつめ、日本人との
交流に関する問題を留学生自身にある原因、日本人側
の原因、環境的障壁など多角的に判断することや、交
流上の困難を乗り越えるためのさらなる努力や積極性

（小松，2013b）が必要とされる。また、こうした客
観的な判断や努力は留学生と日本人学生の友人関係構
築において、日本人学生側にも同様に必要とされるこ
とであろう。
　今後の課題は、留学生の来日直後、在学中、卒業後
など縦断的に日本人イメージの変化を検討することで
ある。また、本研究は中国人留学生を対象としたが、
今後は、文化圏が異なる国・地域の留学生など、多様
な留学生を対象とした調査を行い、本研究の結果と比
較したい。そのことで、本研究では十分に検討が行え
なかった中国人留学生特有の傾向についてより詳細な
検討を行えると考えられる。加えて、加賀美他（2015；
2016）で示された国民意識等と日本イメージの関連
について、留学生のみではなく中国人の幅広い年代を
対象に調査したい。さらに、日本人学生を対象とし、
留学生との友人関係の不満の原因帰属や中国および外
国に対するイメージについて検討したい。なお、ホス
ト国の学生は、留学志向や留学経験のある場合とそう
でない場合、海外の文化や留学生との交流に関心があ
る場合とそうでない場合などさまざまなケースにより
傾向が異なることが推測されるため、日本人学生を対
象とした分析については、属性ごとに分析を行いた
い。

注

*1．異文化間葛藤とは、内容、アイデンティティ、関係
的問題、手続き的問題において、価値観、規範、過程、
目標が集団間で相反すると知覚された状態のこと（Ting-
Toomey,1998）で、一方が適切と思って行う行動が他方
にとっては我慢出来ないものと知覚されることである

（加賀美，2007）。
*2．中沢（1979）によると、イメージとは、心のなかに

つくる心像のことである。一方、御堂岡（1992）はイメー
ジを「それが指し示す対象についての知覚された諸特性
で、その対象がどのようなものかということについての
個人が持つ概念」と定義している。また、イメージの概
念は、態度、意見、偏見、ステレオタイプといった態度
変数と知識を含み、別の文化集団の文化、成員について
持つイメージの複合体が、その文化集団についての理解
の仕方につながることを指摘している。つまり、イメー
ジは個人の体験により形成されるものであり、外集団の
文化や外集団に属する人々に関するイメージは、その集
団に対する態度や認識に関連するといえる。
*3．アンビバレントな感情とは、日本の大衆文化や先進
性に対して憧れや興味を示しつつ、過去の戦争や植民地
支配の歴史から否定的感情を持つことである。
*4．「友人関係への不満の原因帰属」の質問項目 9 項目
の内容は、「自分が努力しなかったから」、「相手が努力
しなかったから」、「自分が積極的ではないから」、「相
手が積極的ではないから」、「自分の相手に対する態度が
良くないから」、「相手の自分に対する態度が良くないか
ら」、「周囲の環境が良くないから」、「たまたまそうであっ
たから」、「文化が違うから」である。
*5．「日本人イメージ」の質問項目（形容詞対）19 項目
の内容は、「規則を厳格に守る－規則を厳格に守らない」

「科学技術が進んでいる－科学技術が進んでいない」「集
団の結束力が強い－集団の結束力が弱い」「親しみにく
い－親しみやすい」「自由な－不自由な」「明るい－暗い」

「穏やかな－攻撃的な」「理解しにくい－理解しやすい」
「あたたかい－冷たい」「権威主義的な－自由主義的な」
「男女平等な－男女不平等な」「強い－弱い」「好き－き
らい」「正直な－正直でない」「信頼できる－信頼できな
い」「安全な－危険な」「親切な－不親切な」「勤勉－怠
け者」「自己主張が強い－自己主張が弱い」である。
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第 因子 社会的外的要因 α＝

たまたまそうであったから

文化が違うから

周囲の環境が良くないから

第 因子 人的内的要因 α＝

自分が努力しなかったから

自分が積極的ではなかったから
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相手が積極的ではなかったから

相手の自分に対する態度が良くないから

相手が努力しなかったから
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付録　
「友人関係不満の原因帰属」因子分析の結果（小松，2013a）


